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複式３・４年 算数科学習指導案
Ⅱ組 第 3 学年 男子 4 名 女子 4 名

第 4 学年 男子 4 名 女子 4 名 計 16 名

指導者 當 房 省 吾

１ 題 材 第３学年「かけ算のひっ算」，第４学年「１けたでわるわり算」

２ 題材について

(1) 題材の位置とねらい

（第３学年） （第４学年）

これまでに子どもたちは，１つ分の大きさが これまでに子どもたちは，ある数量を等分した

決まっているときに，その幾つ分に当たる大き ときにできる一つ分の大きさやある数量がもう一

さを求める活動を通して，１位数同士の乗法の 方の数量の幾つ分かを求める活動を通して，除数

意味や計算の仕方を理解してきている。また， と商が１位数の除法の意味や計算の仕方を理解し

交換法則や結合法則，分配法則といった乗法の てきている。また，被除数，除数に同じ数をかけ

性質をとらえてきている。このような活動を通 てもわっても商は変わらないという除法の性質を

して，単位となる大きさの幾つ分として考えよ とらえてきている。このような活動を通して，単

うとする単位の考えや，既習の学習を生かして 位となる大きさの幾つ分として考えようとする単

考えようとする類推的な考え方を深めてきてい 位の考えや既習の学習を生かして考えようとする

る。 類推的な考え方を深めてきている。

そこで，本題材では，（２，３位数）×（１ そこで，本題材では，（２，３位数）÷（１位

位数）まで拡張し，乗法の意味の理解を深め， 数）まで拡張し，除法の意味の理解を深め，筆算

筆算の仕方やそのよさが分かり，筆算で正しく の仕方やそのよさが分かり，筆算で正しく計算で

計算できるようになることをねらいとしてい きるようになることをねらいとしている。また，

る。また，位ごとに分けて考えようとする単位 位ごとに分けて考えようとする単位の考えや乗法

の考えや乗法九九や乗法の性質を用いて，答え 九九や除法の性質を用いて，答えを求めようとす

を求めようとする類推的な考え方，計算の手順 る類推的な考え方，計算の手順を形式的にまとめ

を形式的にまとめようとする一般化の考え方を ていこうとする一般化の考え方を一層深めていく

一層深めていくものである。 ものである。

ここでの学習で培われた単位の考えや類推的 ここでの学習で培われた単位の考えや類推的な

な考え方，一般化の考え方は，（２位数）×（２ 考え方，一般化の考え方は，(２，３位数)÷(２

位数）の計算の仕方を考える学習へ発展してい 位数)の計算の仕方を考える学習へ発展していく

くものである。 ものである。

(2) 指導の基本的な立場

乗法には，同じ数を何度も足していくという同数累加の考えをより簡潔に表すために，倍の考え

で一つ分の大きさの幾つ分として表すことができるよさがある。また，除法には，ある数量を等分

したときの一つ分の大きさを表したり，ある数量がもう一つの数量の何倍に当たるかを表したりす

ることができるよさがある。さらには，乗法と除法は逆算になっており，数量の関係を確かめると

きに用いられるといったよさもある。

このようなよさを味わわせるために，それぞれの位のまとまりに着目し，そのまとまりで考える

ことで，乗法九九を使って計算しやすくなり，その考えが筆算の計算過程に活用されていることに

気付かせる活動を重視したい。そこで，数範囲が拡張しても，それぞれの位のまとまりに分けて考

えさせながら計算をする経験を十分行わせるようにする。具体的には，次の通りである。

第３学年では，まず被乗数が２位数のときの 第４学年では，まず乗法九九を２回適用する

乗法の計算の仕方を考えさせる。その際，乗法 乗法の計算の仕方を考えさせる。その際，被除数

九九を意識させる素地的な活動を取り入れる。 を乗法九九が適用できる数に分けたり，十の位，
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その後，被乗数を二つの１位数に分けたり，十 一の位に分けたりするなどの多様な計算の仕方や

の位，一の位に分けたりするなどの多様な計算 筆算の仕方について話し合う。

の仕方や筆算の仕方について話し合う。 次に，被除数を３位数までに拡張し，計算の仕

次に，被乗数を３位数まで拡張し，計算の仕 方を考えさせる。その際，被除数の数値が大きく

方を考えさせる。その際，被乗数の数値が大き なっても，位ごとのまとまりに分けて考えればよ

くなっても，位ごとのまとまりに分けて考えれ いことを類推的に考えさせるようにする。

ばよいことを類推的に考えさせるようにする。

さらには，単に計算問題を解くだけでなく，これからの学習内容と関連を図りながら単位の考え

など身に付けた考えを活用する力を培うために，数カードを使ったゲームや虫食い算などの発展的

な課題に取り組ませる。

なお，「考えを基に練り上げる」段階の話合いでは，かかわり合いを深めるために学びを深める

「学び方」を発揮させるようにする。その際，互いの考えを交流させたり，共通点や相違点につい

て話し合わせたりすることで，単位の考えや類推的な考え方，一般化の考え方といった数学的な見

方や考え方に気付かせていく。また，「学習を振り返る」段階では，学習内容の深まりや学びを深

める「学び方」についての振り返らせて，互いに学び合えたことを称賛・価値付けるようにする。

このような学習を通して，子どもたちは，乗法や除法のよさを実感し，日常生活の中に生かそう

とする意欲を高めることになる。また，新しい「問い」を見出し，学びを連続・発展させていこう

としたり，友達の意見を受け止めて自分の考えに生かしたり，友達の考えが深まるように伝えたり

しながら学習しようとする態度を培うことができると考える。

(3) 子どもの実態（調査人数及び調査方法 ３年生８名 ４年生８名 計１６名 質問紙法）

本学級の子どもたちの乗法，除法についての実態は次の通りである。（単位：名）

第３学年（８名） 第４学年（８名）

次の計算をしましょう。また，どのように 次の計算をしましょう。また， どのよう

考えたのか，説明しましょう。 に考えたのか，説明しましょう。

①７×８ ②２１×４ ③７１×７ ①９０÷３ ②３６÷３ ③７２÷６

④４６×２ ⑤３１２×３ ⑥４６１×３ ④７４÷３ ⑤６３９÷３ ⑥３２４÷４

正答数及び計算の仕方 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 正答数及び計算の仕方 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

たし算で ７ ０ ０ ０ ０ ０ かけ算の逆算で ２ ２ １ １ ０ ０

かけ算九九で １ １ １ １ １ １ 被除数をかけ算九九が適用できるように分けて ０ １ １ ０ ０ ０

位同士で ０ ３ ２ １ １ １ 被除数を位ごとに分けて １ ２ １ １ ２ ２

筆算で ０ ４ ４ ５ ５ ５ 筆算で ４ ３ ５ ５ ５ ５

筆算を図や他の考えと関連させて ０ ０ ０ ０ ０ ０ 筆算を図や他の考えと関連させて ０ ０ ０ ０ ０ ０

３年生は，筆算を活用して，解決しようとす ４年生は，筆算を活用して，解決しようとする

る子どもが多い。また，同数累加の考えを使っ 子どもが多い。また，被除数を九九が適用できる

たり，位ごとに分けたりして解決する子どもも ように分けたり，位ごとに分けたりして解決して

いる。しかし，計算を図等と関連させて説明で いる子どももいる。しかし，計算を図等と関連さ

きていない。つまり，被乗数を様々な数の和や せて説明できる子どもいないことから，筆算を形

差，積と考えるなど数の多様な見方が十分でな 式的にしか理解していないと考えられる。このこ

いことから，計算を形式的にしか理解していな とから，被除数をどのように分解して考えれば，

いと考えられる。このことから，被乗数をどの 乗法九九が使いやすいかに気付かせるとともに，

ように分解して考えれば，乗法九九が使いやす 筆算と結び付けながら理解させる必要がある。

いかに気付かせ，筆算のよさを味わわせる必要 そこで，互いの考えの共通点や相違点を明確に

がある。 させたり，被除数をどのように分ければ乗法九九

そこで，位ごとに分けていない場合と比較さ が使えそうか話し合わせたりしながら学習を進め

せる等，筆算の仕組みにつながるように学習を られるようにしたい。

進められるようにしたい。
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(4) 指導上の留意点

ア 被乗数の数が２位数，３位数になっても， ア 被除数の数が２位数，３位数になっても，乗

乗法九九で求められるよさをとらえさせるた 法九九で求められるよさをとらえさせるため

めに，被乗数を多様な分け方で考えさせるよ に，被除数を多様な分け方で考えさせるように

うにする。 する。

イ 筆算のよさに気付かせたり，意味をとらえ イ 筆算のよさに気付かせたり，意味をとらえさ

させたりするために，同数累加の考えや被乗 せたりするために，被除数を位ごとに分けた考

数を分解した考えと比較させるようにする。 えと筆算形式を結び付けさせるようにする。

ウ 異年齢集団においてかかわり合う中で，単位の考えや類推的な考え方に気付いたり，筆算のよ

さに気付いたりできるようにするために話し合う場を設定する。その際，学びを深める「学び方」

を発揮させながら，それぞれの気付きから問題を明確にできるように話し合わせたり，それぞれ

の考えを比較・吟味して共通点に気付かせたりする。そのために，問いを焦点化しやすい課題を

設定したり，範例や反例など話合いの視点を提示したりする。

エ よりかかわり合い，そのよさを実感できるようにするために，自分の考えや根拠を分かりやす

くまとめて書かせたり，友達の考えをメモさせたりする。また，話合いの中で参考になった友達

の考えを振り返り，かかわり合いで自分の考えを高めることができたことを称賛・価値付けする。

３ 目 標
(1) 乗法や除法の計算の仕方に関心をもち，多様な計算の仕方や筆算の手順を考える活動に意欲的

に取り組み，自分なりの「問い」を連続・発展させていこうとすることができる。

(2)・ 単位の考えや類推的な考え方，一般化の考 (2)・ 単位の考えや類推的な考え方，一般化の

え方で，被乗数を３位数まで拡張して，筆算 考え方で，（２，３位数）÷（１位数）の

の仕方を考えることができる。 筆算の仕方を考えることができる。

・ （２，３位数）×（１位数）の問題場面を ・ （２，３位数）÷（１位数）の問題場面

絵や図，式に表したり，筆算の仕方を説明し を絵や図，式に表したり，筆算の仕方を説

たりすることができる。 明したりすることができる。

(3) （２，３位数）×（１位数）の筆算の仕方 (3) （２，３位数）÷（１位数）の筆算の仕方

が分かり，筆算で正しく計算することができる。 が分かり，筆算で正しく計算することができる。

(4) 自分や友達の考えを書いてまとめたり，考えを出し合い，学習したい問いや共通点を話し合った

りする活動を通して，同学年・異学年間でのかかわりのよさを実感することができる。

４指導計画(第３学年：全１０時間，第４学年：全１１時間) ( は異学年のかかわりがもてる時間)

小題材 主な学習活動（第３学年） 主な学習活動（第４学年） 小題材

何十，何百のか １ 何十，何百×（1 位数）の計算の仕方を乗法九九や計算のきまりを １ 商が１位数で，繰り下がりのない（２位数）÷（１位数）の計 商が１けたのわり算

け算① 用いて考える。 算の仕方を考える。 ①

２ （２位数）×（１位数）の被乗数を位ごとに分けたり，２つの１位 ２ 商が２位数で， 繰り下がりのない（２位数）÷（１位数）の

数に分けたりして考える。 計算の仕方を話し合う。

（２けた）×（１ ３ 繰り上がりの１回ある（２位数）×（１位数）の計算の仕方を考える。 ３ 商が２位数で， 繰り下がりのある（２位数）÷（１位数）の 商が２けたのわり算

けた）の計算④ 計算から，筆算の仕組みや手順をまとめる。 ④

４ 繰り上がりが２回ある（２位数）×（１位数）の計算の仕方を考える。 ４ 余りや商に０が立つ場合の除法の筆算について考える。

５ 練習問題をする。 ５ 練習問題をする。

６ 繰り上がりのない（３位数）×（１位数）の計算の仕方を考える。 ６ 商が３位数で，繰り下がりのない（３位数）÷（１位数）の計 （３けた）÷（１け

（３けた）×（１ 算の仕方を考える。 た）の計算③

けた）の計算② ７ 繰り上がりのある（３位数）×（１位数）の計算の仕方を考える。 ７ 商が３位数で，繰り下がりのある（３位数）÷（１位数）の計

算の仕方を考える。

暗算① ８ （３位数）×（１位数）の暗算の仕方を考える。 ８ 商が２位数で，繰り下がりのある（３位数）÷（１位数）の計

算の仕方を考える。

９ （４位数）×（１位数）の計算の仕方を考える。 ９ 商に空位のある筆算や簡単な暗算の仕方を考える。 暗算①

10 乗法に関する習熟や発展的な課題に取り組む。 10 問題場面から数量の関係をとらえ，式に表す。

11 除法に関する習熟や発展的な課題に取り組む。
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５ 本 時（第３学年：３／１０，第４学年：３／１１）
(1) 目 標

○ 繰り上がりのある（２位数）×（１位数） ○ 商が２位数になる（２位数）÷（１位数）の

の計算の仕方を考える活動を通して，位ごと 計算の仕方を考える活動を通して，位ごとに分

に分けると乗法九九を活用して計算しやすい けると乗法九九を活用して計算しやすくなるこ

ことに気付き，正しく計算することができる。 とに気付き，正しく計算することができる。

(2) 本時の展開に当たって

本時では，単に被乗数や被除数を分解するだけでなく，位ごとに分けるよさを実感させることが

大切だと考える。そこで，学習過程の段階に応じて話合いの場を設定し，前時との違いから「問い」

を明確にしたり，出てきた考えの相違点や共通点を基に考えのよさを話し合ったりする。また，終

末段階では，本時の学習を振り返り，発揮した学び方や友達の発表等から考えのよさに気付き，相

互に考えを高めるできたことを称賛・価値付けるようにする。

(3) 実 際

主な学習活動（第３学年） 教師の位置 主な学習活動（第４学年）

１ 前時の学習を振り返り，学習課題を （分） １ 前時の学習を振り返り，学習課題を
受けとめる。 受けとめる。

８２このいちごが入っているはこが 72 このりんごを３人で同じ数ずつ分

４こあります。いちごはぜんぶでいく ２ けると，1 人分のりんごはいくらにな
つあるでしょうか。 るでしょうか。

・くり上がりがありそうだ。 ・わられる数にかけ算九九が使えないな。

・８２このいちごが４はこだから ・前の時間と同じように 72 を 70 と２に分けてみればいいかも。
８２を４回たせばいいな。 ７ ・位ごとに分けても 2 ÷ 3 はできかもね。

２ 学習問題を焦点化する。 ２ 学習問題を焦点化する。

くり上がりのある（２けた）×（１ わられる数にかけ算九九がないわ
けた）のかけ算は，どのようにして計 り算の計算はどのようにして計算す

算すればよいのだろうか。 ればよいのだろうか。

３ ８２×４の 計算の仕方を考え，小 ５ ３ ７２÷３の計算の仕方を考え，小
黒板にまとめて話し合う。 黒板にまとめて話し合う。

〔82 を分けて〕 〔たし算で〕 〔72 を分けて〕 〔絵や図で〕

80 ×４=320 82 ＋ 82 ＋ 82 ＋ 82 60 ÷３=20
２×４=８ 同数累加の考え 12 ÷３=４

320 と 8 をたす 20 と４をたす

・かけ算九九が使 ・かけ算九九が使え
るように分ける。 15 るように分ける。

〔筆算で

〔82 を分けて〕 ８２ 〔72 を分けて〕
10 ×４ 10 ×４ 10 ×４ × ４ 70 ÷３＝ 20 あまり 10 〔筆算で〕

10 ×４ 10 ×４ 10 ×４ ３２８ ２４

10 ×４ 10 ×４ ２×４ 10 ＋２をして÷３ 3）７２
320 と８をたす １２÷３＝４ ６

20 と４をたす １２

１２
８ 0

４ 本時の学習についてまとめる。 ４ 本時の学習についてまとめる。

かけられる数を位ごとに分けて計算 わられる数を位ごとに分けたりまとま
すると，簡単に計算できる。 りに分けたりすると計算しやすくなる。

５ 自分の考えが変わったところや参考 ４ ５ 自分の考えが変わったところや参考

にした友達の考えについて振り返る。 にした友達の考えについて振り返る。
６ 本時の学習をふり返り，友達の発表 ６ 本時の学習をふり返り，友達の発表

や質問のよかったところを話し合う。 ４ や質問のよかったところを話し合う。

・ やっぱり位ごとに分けて考えると便利だなと思いました。（強固）
・ ただ，分けるだけでなくなぜ位に分けて計算するとよいのかが分かりました。（付加）

・ たし算よりも，かけ算九九を使って計算した方がやりやすいと感じました。（修正）

50 1010 1 1

1010 10

10 10

1010 1010 1010

10円あまったから
10+2で12円。のこ
り12円を3人にわけ
るといいぞ。

考えの仲間分けを

してみよう。
考
え
の
比
較
・
検
討

(反例：位ごとに分けていない考えの提示)

この考えと比べて，どちらが計算しやすいですか。 （別の問題を提示して）この問題を解

くとしたらどの考えを使いたいですか。

考
え
の
比
較
・
検
討

仲間分けをしてみ

よう。

前回の学習と

違うところは

どこかな。数

字を見てみる

と…。


